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私は，ここ数年にわたって「北方圏に於ける暮しの中のテキスタイルアート及びテキスタイ
ルデザインの調査と研修」というテーマを抱いているが，約10年前にスカンジナピアの4ヶ国
を視察したのをはじめとして 5年前の1988年にはカナダ、のパンクーパー，ピクトリア，カルガ、
リー，エドモントン， トロント，フリンスエドワード島，及び北米のシカゴ，ラ・クロース等
を訪れ，その国のテキスタイルに触れる機会を得た。これにひき続きカナダの他の地域と北米
の各地を訪れてから私のテーマをまとめ報告したいと考えていたが，なかなかその機会を得ら
れないので今回これまでのまとめとして一応報告をしたいと思う。
1.経路
巡回視察した主な経路は
図1の通りである。
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図1
＊カナ夕、、の旅昭文社エリアガイド113より
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2.研修内容
カナダの歴史は，原住民であるインディアンやイヌイッ卜の歴史から始まる。 3万年以上前
のシベリア大陸とアメリカ大陸は陸つづきであったのでカナダの最初の原住民は北アメリカに
移動して狩猟や農業，漁猟などを暮しの手段としていた。又アメリカインディアンの中にも大
平原インディアンと呼ばれる人達の中には白人からの迫害を受けてカナダかへ渡った人もいる。
やがて10世紀末にバイキングがカナダの東部へ到着以来，ヨーロッハW探検家をはじめ，世
界各地から移民して来た人々の持ち込んだ文化が互いに影響し合い， 入り混じってカナダの文
化を作り上げたと言えよう。探検者達はこの大陸へ新国家の建設を夢見て，或いは富を求めて，
或は布教のために渡って来たのである。
このような状況の中で，幾度か国家存亡の危機におびやかされながらも立ち直り，特に1756
年から1763年にかけてのフランスとイギリスの戦い，又， 1775年から1776年のアメリカ独立戦
争でアメリカとの国境が定まり，又1867年には，カナダ連邦が誕生したのである。
私は，このような複雑な背景を持つカナダのテキスタイルア トー， 及びテキスタイルデザイ
ンに対して大変興味を持っていた。何故なら人間の皮ふに最も近い素材を使うテキスタイルは
人間の生活に欠くべからざるものであるため， これらの歴史を探ることは人間の生活を語る上
で非常に重要な役割を持っていると考えられるからである。
はじめて訪れるカナダでそれを身近に識るためには，先づその地域の博物館や美術館を見学
することが最善である。
又，次に関心を抱いていたのは，テキスタイルデザイン科を持つ大学と民家，市中のギャラ
リー やショーjレー ムであった。以上のような意図の元に見学したことについて以下順を追って
報告したいと思う。
(1）パンクーパーのセンテニアル博物館，及びブリティッシュ ・コロンピア州立博物館に観
られる先住民族のテキスタイル・ワーク
センテニアル博物館は1967年のカナダ建国100年を記念して建設されたものであり，パンクー
パー及び周辺の歴史がテーマとなっている。特にイ ンディアン ・ギャラリーでは，ノー スウエ
ストコース卜の先住民族の生活品が豊富に陳列されている。殊に先住民族の衣装は，大変ユニー
クで素朴なものが多い。極北の厳寒の地で人々の生活に必要とされて考え出されたこれらのも
のは美しく，実用品でありながら立派な芸術品である。このことは，イ ンディアン・コレクショ
ンが充実しているブリティッシュ ・コロンピア州立博物館で観るテキスタイル ・ワー クについ
ても言える。寒さに耐えるため衣服は繊維のみで作られているのではなく，むしろ，毛皮ゃな
めし皮で作られたものが多い。全て自然のもので工夫されて手作りのぬくもりを感じる。繊維
製品は自然の色で染められ， 竪機で織られたり，編んだり，皮製のものにもビーズで刺繍をし
たり， ふさをつけたり……とそれぞれに豪華な装飾が施されている。色彩は信仰に基づくもの
が使われている。 模様は幾伺学的なものが多い。全てのものに神が宿ると信じていたこの人々
は，ひとつひとつのパタ ンーにも意味を持たせ大切に扱っていた様子がよくわかる。
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信仰に基づくインディアンの伝統的パターン
毛織物と竪機
毛織物と糸染め
インディアンの衣装
糸染め
堅機制作の模型
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(2）アルパータ・カレッジ オプアートを訪問して
1926年，アルパータ州の地域のために技術を指導する専門的な学校としてカルガリーに建立
されたこの学校は年数を重ねてフログラムと受入れ体制を改善・拡大して始めての美術の学校
となり，後に大学となった。現在学生は1年目で基礎的なことを学び， 2年目以降4年目まで
に専門的な実技を学ぶかたわら美術史や人類学等を学んでいる。専門的な実技科目と しては，
陶芸，宝石，金属工芸，テキスタイル，ガラス，絵画，版画，彫刻， 写真，ピジュアル・コ ミュ
ニケーションを学ぶことが出来る。あいにく夏休み中で授業を見学出来なかったのは残念で
あったが施設と自由制作中の様子を見学することが出来た。特にテキスタイルの関係は実習室
も広く充実している。ここの指導者の中には， 14年間も京都で染織を学んだ方がおられ興味を
ひいた。
カレッジ正門
織物実習室
整経台
色染のサンフ。ル
幽竺エー＂＇：＼「E・E・
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(3) グレンボウ ミュージアム（カルガリー）にて
この博物館も北米大陸の先住民族インディアンのコレクションが素晴しいことで有名である。
様々な種族の生活用品が豊富に鑑賞出来，特にビーズの美しい刺繍をしたもの等，見応えが
ある。インディアンのものばかりでなくイヌイッ卜の生活用品なども面白い。特に忘れられな
いものにクイルの作品がある。その他ヨーロッパ人との交流がうかがわれる展示物， 1920年代
の生活用品，ヨーロッパや中国，日本のよろいや万まで並んでいる。或は英国の宝石をちりば
めた王冠等英領時代のおもかげを偲ぶこともできる。文，現在でもカナダのあちら，こちらで
目にするキルトの作品も古いものから新しいものまで存分に鑑賞できて楽しい。
ティビー
フェjレ卜のコー ト
ティピー 内部
ビー ズの装身具等
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夫のためタバコのパッケージの中
の布で、織っている
インディアンの子供服
、、‘こ二ンン
刺繍作品
洗濯用くつ下の型
キルトを共同制作中
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(4) アルパータ州立博物館（エドモントン）の先住民族のテキスタイル・ワーク
エドモントンにあるアルパータ一州立博物館は，アルパーター州の先住民族の歴史や，生活
を識ることができる豊富な資料が集められている。彼らはカナダの西部の平原や，森林地帯，
或は，ツンドラ地帯などで狩猟や，漁猟，農耕などにより生活を営んでいた。この先住民族は
インディアンや，メティと呼ばれる人達である。メテイはインディアンとスコットランドやフ
ランスの商人との混血の子孫である。
そして，その生活の必要性から生まれた文化は大変素晴しいもので，例えば衣服や道具のデ
ザインなどは，美しく装飾され，技術的にも優れたものが多い。特に1700年の初期，ヨーロツ
パの商人の到来によって当然のことながらヨーロッパのスタイルや布等が入って来たことによ
り急激にそれまでの形体が変化しはじめ，又自分達の生活のためばかりでなく交易品や，大き
なもののミニチュアなどを作ったりして旅行者の土産物を販売するようになった。それらのも
のは創造的で独特の物質文化となったと言えよう。
中央部のパークランドと南部の平原地帯のインディアンは大草原文化圏に属し，ヨーロッパ
の商人から馬を入手した。北西部に住んでいたブラックフットインディアンは，馬を使つての
生活に憧れて南方へ移動している。このようにして平原インディアンの文化が発展したのであ
る。それは大変個性的なスタイルの衣服や生活用品である。例えば日常の生活の習慣であった
喫煙のためのタバコ袋や，靴，ベルト，カバン，狩猟カバン，壁掛け，そして獣皮で作られた
上着，ワンピース，ズボン，モカシン（皮製の靴），手袋，すね当て，帽子がある。それらはムー
スの毛，ヤマアラシのはり，貝殻，へラシカの歯，ウサギの毛皮，馬の毛等々全て自然のもの
で作られ，それにビーズ，金属の輪，鈴，刺繍などで美しく装飾しである。
尚，この地に暖かそうなフェルトの衣服も見ることができる。
又，この民族の特有なものとして移動生活のために使われた平原インディアンのバッフア
ローの皮で作られたティピー（住宅であるテント）がある。内側と外側では模様が違い外側は
勇敢な狩猟や戦いのシーンや伝説のシーンが描かれ，内側は幾伺学模様・例えば星，三角形，
四角形，円などが描かれている。
1900年代になって先住民族の衣服とその製作技術やスタイルは，すっかりヨーロッパ風に変
化したがヤマアラシの針を装飾として使うことはそのまま残った。新しく手に入れた材料を使
い素晴らしい才能を発揮して作られ，その伝統は今も尚健在である。参考写真は，それ等の極
く一部分であるがブラックフット独特のデザインのものからヨーロッパのスタイルの影響の大
きいものとが一目瞭然である。それともうひとつの特徴は衣服でも袋でも必ずと言っても良い
程房飾りが施されていることである。純然たる織物はヨーロッパの影響が大きいが，毛糸の
ショールなどの他に植物の繊維で、織ったバッグや絹糸を使って刺繍した物など特色のあるもの
もある。
これらのものは，いづれも彼等の素晴らしい美的感覚と創造性が活かされ，その上人間性豊
かな親しみの持てるものばかりである。
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インディアンのキャンフ風景
インディアンの衣服
袋物等 ビーズ刺繍
COLLAR, SADDLEBAOS 
AND MARTINOALES 
インディアンの衣服
ベルト
小物類皮手袋等
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(5) ロイヤル オンタリオ ミュージアム（トロント）を訪ねて
このミュージアムのコレクションは種類と言い，数と言いカナダのミュージアムの中でナン
ノTー ワンを誇っている。 600万点のコレクションと研究機関も20以上の部門を有している。中
でも有名なのは中国美術館のコレクションや恐竜室などライフサイエンス部門等である。
繊維部門としては，テキスタイル・ギャラリーが2階と 3階にある。種別，所蔵数に於ても
他にひけを取らない。殊にカナダの初期の織物コレクションとしては世界第一位である。コ レ
クションの内容は次のようなものである。
インドの手描きと浸染綿布。 イギリスの刺繍。フランスの木版フリント綿布。イギリスのプ
リント綿布。フランスのプリント綿布。レース。ヨーロッパの刺繍。ファッションコスチュー
ム。 15世紀以降のアクセサリー。コフト織物。初期のイスラム織物。コーカサス，アナトリア，
ペルシャ，アフガニスタン，パルマンのカーペット。トルコ，ギリシア，ロード島，コス島，
ナクソス島，ハンガリー，トランシルパニアの刺繍。ルーマニア，ハンガリ一，ギリシア，ユー
ゴスラピア，アルパニア， トルコ，パレスチナ，北アフリカ，スーダン，東欧，西アジア，ス
ペインの民族服。 トルコ，ルーマニア，ハンガリーの織物。中国の宮廷服や一般服，マンダリ
ンスクエアのコレクション， 19世紀を中心とする日本の衣服や織物。 14世紀の寺院用旗。朝鮮，
中央アジア，チベット等の衣服。アッサム，ピルマ，タイ，ラオス，ベトナム，インドネシア
のイカット，フィリピン，台湾等極東のコレクションも優れたものが多い。この他メキシコ，
グアテマラ，チリ，ベルー，プレコロンピアン・ペル一等中南米の美しい作品。西アフリカ，
中央アフリカ，エチオピアの珍重なものもある。
その他ラトピア，エストニアからの移民が持って来た自国の毛布，ショール，肌着，編物な
どもある。以上のように相当広範囲に及ぶ世界のテキスタイルワークが，それも中世のものも
含めて研修することが可能であり，非常に興味深い美術館である。
コプト古代裂
コプ卜古代裂
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ウールタピストリー 更紗布
中国の民俗衣装 韓国の民俗衣装
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(6) カナダイ ンディアン ・フォーク・アートの中のテキスタイルワークと北米に於ける
フォーク・アー卜のテキスタイJレワークについて
カナダのフォークアー トとしてのテキスタイルは新しい国ではあるけれど，ヨー ロッパの影
響を受けて伝統的な手法やパターンが多く見られる。それは，カーペッ ト，壁掛け，ベッドカ
バー，テーブルセンターのようなイ ンテリア用品から衣服に至るまでロマンチックで美しい模
様が施されていて素晴らしい。カナダの友人の家に招かれた時，そこの家の主婦のインテリア
は，センスがよく， 全てが手作りで家族への愛情に満ちていた。技法も刺繍，染色，織物，キ
Jレテイング，編み物等々バラエティに富んでいた。
カナダの旅の最後の目的地，プリ ンス ・エドワード島は，赤毛のアンの舞台となった美しい
島である。そこには， 恰もアンが実在したかのように彼女の家がある。これは物語りに基づい
て作られたものであるが，置かれている道具類も物語りのとおりである。アンがここで寝起き
したり，本を読み，豊かな想像カを駆使していたのかと考えると思わずその世界に入り込んで
しまう。手づくりのベッ ドカバー，カーペッ ト， 衣服などが適当に置かれていて少女時代にア
ンの話に夢中になった頃のことが想い出された。街には手づくりのフォークア トーがにぎやか
に並べられている店が数軒あった。人形やス トー ル等染色の作品もあったがこれも亦，アンが
モチーフになっている。キルトやパッチワークの伝統的なパター ンのものも目につく。
今回の北米はウィスコンシン州のラ ・クロースとシカゴのみの訪問に限られたが，収穫はい
ろいろあった。特にラ・クロー スの友人の家で見事なパッチワークを鑑賞できたのは嬉しかっ
た。大きな農家の主婦であるこの家の友人は，家事の合間を上手に使って，大好きな手芸や織
物の制作に余念がない。娘達も自分の部屋の壁をステンシjレで模様をつけたりして生活を楽し
んでいた。家族の各々が，生活lニ潤いを持たせるために工夫している様子がうかがえて微笑ま
しい。ラ ・クロ スーにあるウィ スコンシン州立大学のキャンパスで，偶然地域の芸術家達が集
まってアー ト ・フェスティパルを開いていた。年に1回聞かれるそうであるが，その日にめぐ
り合わせたのは幸運であった。ここで嬉しかったのはラオスの難民のハンドクラフ トに接する
ことが出来たことである。ひと針ひと針，丹念に刺した刺繍の作品，大きいものではzm四方
位のものもある。本当にお見事という他はない。自分達の生活用品をモチーフにした楽しいも
のである。 その他アミ ッシュの作品も素晴らしい。色彩も豊かで重厚な感じのするものが印象
的であった。
文， このラ・クロー スにはヴィ テルボ・カレッジという大学がある。ミッション系の学校で
あるが芸術系もあってここでも織物の教室があった。ウールの比較的太い糸を使用して制作中
の学生がいた。織物の教師はシスターで、大変熱心な方で、あった。手織りの変化組織で地模様の
できる美しい布が織られていた。この辺も冬はかなり寒いとのことなのでこのようなウールの
暖かい布は大切なものとなるのであろう。先生の宿舎がキャンパスの中にあって個人的な仕事
場も見学することができたが，私達の制作とあまり違いはなく，かえってそれが私にとっては
興味のあるところであった。
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ろう染めストール ろう染めク ッション
ラオスの刺繍作品 カナダのキルテイング
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以上， 見学場所の行程に従って研修の内容を報告してきたが，それぞれの国の歴史的背景の
中で生き続けて来たこれらのものは厳寒の地という自然条件から生まれた先住民族の生活必需
品として生まれたもの，フォークワークの中のテキスタイルのように両国の聞に非常に共通点
のあるもの，ヨーロッパのスタイルの影響を大きく受けているもの……いろいろではあるけれ
どいづれも手のぬくもりがあり人々の息吹きを感じる。 しかし一方ではテキスタイルアートと
してエドモントンやトロン 卜， シカゴなど大都市のホテルやレス トランのような近代建築物の
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中で現代的なタピストリーや造形作品があちらこちらで固についた。このことは前年訪問した
ニューヨークも同じであった。これらの抽象作品は前述の生活用品として作られたものとは異
り，複雑な歴史を背景として制作活動をしている作家達の言葉そのものなのであろう。素朴な
テキスタイルワークと新しいテキスタイルアートが同居しているということに私は時代を感じ，
又その背景に対してますます興味を覚えたのである。はじめに述べたようにいづれ機会を得て
当初の予定の地域を訪れ，研修を完成したいと考えている。
最後にこの研修の機会を与えて下さった浅井学園・北海道女子短期大学に対して心から感謝
の意を表する次第である。
